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国立大学法人

帯広畜産大学の取り組み 淑糊
グローバル教育研究の推進

　　　　　　　　　　　　

ＨＡＣＣＰ認定人材育成を推進

産業動物臨床施設群の完成

　　　　　　　　　　　　

本学農業サークル「あぐりとかち」が農林水産大臣賞を受賞

国際安全衛生基準適応の

　　　　　　　　　　　　　

本学獣医学課程５年西原佳歩里さんが

実習環境による人材育成を推進

　　　　　　　　　　

第「種放射線取扱主任者試験に合格

共同研究による新商品

　　　　　　　　　　　　　　　

馬とのふれあい活動

（湯種全粒粉食パン、ＷＡ（わ）ドーナツ）を開発

　　　

ＳＩ

　

Ｌ０（サイロ）事業で「ジンギスカン会議」を開催
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帯広畜産大学は、農場から食卓までの「食 の 安 全 確 保」に係わるグローバル人材の育成により社会貢献します。

　

帯広畜産大学は、「食を支え、くらしを守る」人材の育成を通じて、地域及び国際社会に貢献すること

を目標に掲げ、農畜産業及びその関連分野の専門知識・技術の教育研究を通して、国際性のある人材育

成を目指しています。ここでは、平成２７年度の主な取り組みを紹介しますが、これらの取り組みによ

り、平成２８年度の本学の運営費交付金の分配率は「地域に貢献する」５５大学のうちのトップの

１１８．６％の分配率（９大学）となり高い評価を受けました。

グローバル教育研究の推進

４月には、食と動物に係る世界の諸課題の解決に貢献することを目的とする「グローバルアグロメディシン研究セン

ター」を設置し、世界トップレベルの米国コーネル大学及び米国ウイスコンシン大学との国際共同研究、招晴外国人教

員による特別講義を実施したほか、両大学へ教員を派遣し、本学への特色ある教育プログラムの導入や新たな国際共同
研究を推進しています。

　

【獣医学分野】
米国コーネル大学

　

Ｈ２５．１２

　

協定締結

グローバルアグロメデイシン研究センター
獣医・農畜産融合の国際共同研究を推進し、

食と動物に係る世界の諸課題の解決に貢献する

センター長

Ｕ，Ｓ．ＮＥＷＳＢＥＳＴＧＲＡＤＳＣＨＯＯＬＳ
（Ｖｅｔｅｒｉｎａ「ｙＭｅｄｕｃｕｎｅ）全米１位

研究者
グループ
招晴

獣医学
研究部門

農畜産学
研究部門

研究者
グループ
招晴

　　

【農畜産学分野】
米国ウイスコンシン大学
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協定締結
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完成した産業動物臨床施設群

産業動物臨床施設群の完成

所属教員・外国人
研究者が参画

原虫センター

　　

動物・食品検査診断センター

　

１０月には、動物用ＣＴ、ＭＲＩなど高度な医療機器を備えた

産業動物臨施設群が完成し、国際的・社会的なリーダーと
して活躍する獣医師の養成環境が整備され、今後、我が国
の獣医学教育の水準向上を図るため、北海道大学との共同
獣医学課程において、欧州獣医学教育認証を取得すること
を目指します。
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国際安全衛生基準適応の
実習環境による人材育成を推進

　

畜産フイールド科学センターでは、世界最高水準の国際安全基準認証（ＦＳＳＣ２２０００）を取

得した乳製品工場の実績に基づき、同施設を活用したＨＡＣＣＰ講習など人材育成を推進すると
ともに、食品加工事業所のＨＡＣＣＰ導入支援を行い、平成２７年度には３事業所が北海道ＨＡＣＣＰ
の認証を受けました。また、地域連携推進センターでは、インキュベーションオフィスに入居す

る食関連企業の数を増加させ、実践的な共同研究を推進するとともに、企業の実務家教員によ
る実践的な講義・実習を行っています。
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共同研究による新商品
（湯種全粒粉食パン、ＷＡ（わ）ドーナツ）を開発

十勝産小麦を原料としたパンの 「，
－－

高品質化を目的として、本学山内宏
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縦紐食パン

屋商店の職員により「湯種全粒粉食
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一 一パン」を商品化し、９月には、松下耕

基さんと畜産科学課程４年の寺山

　　　　　　　

湯種全粒粉食パンの記者発表

采花さん及び満寿屋商店の職員に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「炊き種法」で作った
より小麦に大量の水を加え、おかゆ
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のような状態にして炊いたものを
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本学農業サークル「あぐりとかち」が
農林水産大臣賞を受賞

東京六本木ヒルズで行われた農林水産省主催の「食と農林漁業大

学生アワード２０１５」で「あぐりとかち」が、地元企業、農家の協力を得

て、各大学の農業サークルに参加している道外大学生１６名を招い

て、初めて取り組んだ「十勝農業合宿ツアー」や１０月から１２月までの

月２回、帯広の飲食店
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賞を受賞しました。
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「とかち」のポーズをとる参加学生とあぐりとかちのメンバー

馬とのふれあい活動

　

本学は、「馬介在活動室」を設置して、馬術部、「うま′～｛」の協力を得

ながら、子供向け乗馬体験、保育園児の乗馬体験、障害乗馬ヘルパー

講習、介護付有料老人ホームへの出張乗馬体験などを実施しました。
１０月には、今年で３回目となる「馬フオーラム」を開催し、多くの市民
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喜びを語る西原さん

Ｓ１１‐０（サイロ）事業で
「ジンギスカン会議」を開催

　

本学の学生が中心となって企業や市民とまちなか活性化に取り組

む「十勝カレッジＳＩＬ０（サイロ）」の主催で、帯広中央公園（帯広市内）

において、十勝で多くの市民に親しまれている、美味しいジンギスカ

ン店や焼き肉店があることを全国にアピールし、ジンギスカンを通

して学生や市民、企業、生産者が交流する初めての「ジンギスカン会

議」を８月に開催しま

した。多くの市民が参

加し、１４店舗自慢の

ジンギスカンを食べ

比べながら、交流を深

めていました。この開

催に当たっては、本学
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学生が出店依頼など
準備を進めました。

会場はジンギスカンの臭いと笑い声で包まれました

ＨＡＣＣＰ認定人材育成を推進

　

地域連携推進センター食品安全マネジメントシステム推進室は、
食品製造業界で急速に普及している１Ｓ０２２０００やＦＳＳＣ２２０００等の

国際標準の食品安全マネジメントシステムに関する実践的教育モデ

ルを進めるとともに、それらの資格と運営が出来るグローバル人材

育成を推進しています。社会人向け「ＨＡＣＣＰシステム構築３日間研

修」、「ＨＡＣＣＰ対応設備≧閤顕．．
ー謙三こ歯三愛じき」ー

セミナ－」、大学院生に

対する「ＨＡＣＣＰシステ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　　　　警宇
援を展開してし、 １

『－おも
墓じきｔ÷ｉ謡翌，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

乳製品工場での実習の様子

本学獣医学課程５年西原佳歩里さんが
第１種放射線取扱主任者試験に合格

　

この第１種放射線取扱主任者は、原子力規制委員会が与える国家

資格であり、高線量放射線治療施設等では、この資格者の配置が義務

づけられています。この国家試験の全国合格率は、例年３０％程度で

あり、受験者の多くは

原子力発電所関連の
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放射線業務従事者、放
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学長からのメッセーン
帯広畜産大学長
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， ー一貫した環境が揃う十勝・帯広に位置し、生命、食料、環境をテーマに、農学、畜

産科学、獣医学に関する教育研究を推進する我が国唯一の国立農学系単科大学
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．
フイスに入居している企業（８社）と連携し、実務家教員による実践的な実習等

の実施、世界最高水準の国際安全基準認証（ＦＳＳＣ２２０００）を取得した実習環

境による人材育成など、企業等社会のニーズに即した人材育成を推進していま

す。さらに本学グローバル化教育として」ＩＣＡの青年海外協力隊派遣事業など、国際連携、地域連携，企業連携による教育

研究を進め、地域および国際社会に貢献しています。

帯広畜産大学の概要

睡 大学の沿革

昭和「６年４月

昭和２４年５月

平成１６年４月

教員

事務・技術等職員

帯広高等獣医学校
帯広畜産大学

国立大学法人帯広畜産大学
畜産学部（共同獣医学課程、畜産科学課程）
大学院畜産学研究科修士課程、博士前掛後期課程）

医
． 役員．教職員数

　　　

※平成２８年５月１日現在、ｏは非常勤で内数

６

　　　

９３

２３０

覇

鹸 学生数

学部
大学院 修士．博士前期）

　　　　

（博士後期）

別科

　　　　　　　　　　　　

２５

合計

　　　　　　　　　

１

　

６２４

５１７

６７

「５

※平成２８年５月１日現在

女

　　

１

　　

計

６６１

４８

ｌｏ

「，「７８

　　　

今春卒業した学生の就職率は４月「日現在、昨年同様

９８，８％となり、安定した高就職率を維持しております。
本学では、昨年度就職ガイダンスを２３回，企業個別講演会

を３２回、獣医を対象とした合同説日月会を１回、本州の企業も参

加する合同企業説日月会（参加企業「０６社）を３月に２日間、実施

しました。またハローワーク及びジョブカフェと連携して毎

月就職の個別面談を実施し、就職活動を支援しています。

平成２７年度

　

卒業生の進路

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度
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平成２７年度

　

卒業生の就職先

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度
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